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（論文審査の要旨） 
 学位申請論文「Application of an intraoral scanner to make mucosal impressions」について，  














































主査 佐藤委員の質疑応答  
・従来法と比較した現状のデジタル印象法のメリットは何か． 
→スキャンデータを蓄積し保存しておくことで，将来欠損が生じた場合に追加スキャンを行う
ことが可能である．データを再利用することが患者の負担軽減に繋がる．また，高齢者や嚥
下機能の低下した患者にデジタル印象を行うことは，誤嚥を避けることができ，患者フレン
ドリーである． 
 
・今後の課題は何か． 
→デジタル印象は無圧印象である．データ上で，粘膜部の加圧を行うことは可能であるが，被
圧変位量などを考慮しなくてはならない．また現状では，患者に機能運動をさせながらスキ
ャンすることは困難である．さらに，欠損部顎堤は形態がフラットであるためにスキャン像
が結像されないなどの問題点が挙げられるため，舌側粘膜部や欠損部顎堤のスキャンの検証
が必要である． 
 
主査の佐藤委員は，両副査の質問に対する回答の妥当性を確認するとともに，本論文をさら
に確認するために上記質問をしたところ，適切な回答が得られた． 
以上の審査結果から，本論文を博士（歯学）の学位授与に値するものと判断した． 
（主査が記載） 
